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尾熊治郎教授のご退職に寄せて
果てしなき探究の対話
─尾熊治郎、その人と思想─
坂 本　幹 雄
　尾熊治郎先生には、公私にわたり四半世紀以上にわたって、たいへんにお世話に
なりました。謹んで深く感謝の意を表しつつ、ここでは主として私が尾熊先生とか
かわった仕事＝教育＝研究＝その他に関して記していきます。それによって「尾熊
治郎―人と思想」の一端を明らかにしたいと思います。
1．哲学する！― 哲学入門物語
　経済思想史専攻の私は、本学通信教育部に奉職後、同僚となった哲学専攻の尾熊
先生に「これ幸い、哲学を教えていただける」とばかりにいろいろと質問しまし
た。尾熊先生はいろいろとお話ししてくださるのですが、「何と！ いつも答えがな
い！」。Ａと考えられる、Ｂとも考えられる……Ｎとも考えられる。かくして私は
いつもイライラするばかりでした。「問いのみあって答えなし。やれやれ、質問し
てもどうせ答えは得られない」と当初は諦めてしまいました。
　しかし、そのうちそもそも尾熊先生に答えるつもりはないのだと気づきました。
哲学は問いのみあって答えなし。果てしなき知の探究があるのみ。尾熊先生いわく
「脱皮変容不断自己革新……」。私は、あらためて哲学は「哲学する」と動詞で表
現した方がよいと思うようになり、その晦渋な文章と同様の難解な発言ぶりの尾熊
先生に対するイライラ感が消えました。かくして哲学を「哲学する」と動詞で捉え
てから尾熊先生との哲学対話を楽しむことができるようになりました。
「経済思想前史としてプラトンの分業論があります。「汝自身を知れ」とは自分の
職業を弁えて分を尽くせという程度の意味でしょう。あなたは大工であって、靴屋
ではないとか……。「無知の知」だったらアインシュタインの方がわかりやすくは
ないですか……」と仕掛けます。これで哲学者尾熊先生が引き下がるはずはありま
せん。尾熊先生は「ソクラテスの「汝自身を知れ」、「無知の知」と関連するデルフ
ォイの神託には深い意味があって……」と説きはじめます。
創価教育の創始者「牧口先生の「学は光、無学は闇」の精神は、プラトン由来でよ
ろしいんでしょうか」
「実はその点はよくわかりません」
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「思い込みはよくないですね」
「そうだね」
「洞窟の比喩ばかりだと……」
「そうなんだよね」
「そういえば、まずナレッジとオピニオンのような議論に焦点があたるせいか、洞
窟から出る方ばかり議論されますが……」
「そうだね」
「Keyes (966) の『アルジャーノン』のエピグラムは出入りをあげて印象的ですね」
「そうなんだ」
「洞窟から出たときと戻っていくときとどちらが重要なのかしら」
「それはやはり合体して議論すべきでしょうね」
「……」
「ハイデガーによれば、人間は世界の中に投げ出されています」
「世界の中に、私はいる。私はある……ですか」
「人間は「現存在」であり、「現存在」は「世界・内・存在」として生きる……」
もしかするとこのあたりにあるんだな、尾熊先生の晦渋さの淵源は……
「現存在は自己の根源的な生の忘却者です……」
「人間だけが忘れることができる。動物に忘却はない。「忘却とは忘れ去ること
なり」。これは意味がちがうか。失礼しました。話の腰を折ってはいけませんね。
それで……」
「今度のガイダンスで、ラクダ・獅子・幼児をあげて人間の成長・精神の成長を話
そうと思います」
「自己超克ですかあ」
「まあね」
「永劫回帰だとか超人だとか難しくならないですかあ」
「まあ、さわりだけでもね」
「尾熊先生、最近、必要があって『ツァラトゥストラ』を訳をかえて読み直しまし
たけど、意外に面白くて、わかりやすかったですね」
「翻訳はいくつかあるよ。ニーチェはわかりやすいよね」
「ええっー！」
「ぎりぎりのところで考えていたからね」
「……」
　こんな感じで、四半世紀以上にわたって、プラトン、ハイデガー、ニーチェ、イ
スラム教、西谷啓治宗教学、牧口価値論そしてガンディー等々、哲学と宗教学につ
いて実にさまざまなことを教えていただきました。次にそうした中から尾熊先生が
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ご退職直前に再び取り組まれるようになった牧口価値論研究について紹介しましょ
う。
2．牧口価値論研究
　尾熊先生は寡作でした。その中で私が代表的な論文としてあげたいものは、『東
洋学術研究』の特集「牧口常三郎の〈価値論〉研究」に収録された尾熊（986）です。
牧口価値論は前期と後期とに分けられます。牧口価値論では真理と価値、認識と評
価が峻別され、真・善・美の価値のトリアーデから真を外して利を入れ、利・善・
美のトリアーデに変換されています。経済学史上の主観的価値説とも類似していま
す。これがよく知られるようになった牧口価値論ですが、これは前期の価値論です。
後期の価値論は宗教を軸に据えて大きく変化しています。同特集の中で、前期価値
論については関（986）が主として左右田喜一郎の経済哲学との関連から論じてい
ます。これに対して尾熊論文は後期価値論に焦点をあてています。後期価値論は真
理＝価値の文脈が復活しています。ただし真理の価値は変化します。それが問題で
す。尾熊論文は牧口思想における真理の価値の変化・相対化を日蓮教学の五重の相
対論や（なぜかカントやベルグソンではなく）ニーチェ哲学との関連から把握しよ
うとしています。
　私は経済学徒として、やはりまず関（986）を参考に経済学の観点から前期牧口
価値論の形成にアプローチしようと思っています。当時の経済学書や左右田哲学と
の関連を再検討し、その上で尾熊（986）を参考に前期から後期への変化をたどっ
て牧口価値論の形成と構造をまとめてみようかと考えています。
3．ザ・会議！
　尾熊先生の会議に臨む姿勢は、まさに模範となるものだったと思います。尾熊先
生は会議における発言率がたいへんに高かった。その分、時には発言の限界効果は
逓減的だったかもしれません。しかし組織の一員としての主体性と責任感からのそ
の情熱・姿勢に誰もが学ぶべきではないかと思います。「尺進あって寸退なし」、「ど
こまでも粘り強く」、「会議は踊るは許さない」。発言の結果、自分の仕事が増える
などと脳裏をよぎりかねない私などとはちがうでしょう。ともかく尾熊先生はガン
ディー主義だったのでしょう。人生は奉仕＝自己犠牲＝宗教実践です。
　尾熊先生の性格を浮き彫りにするため、尾熊先生と私の発言の性質・次元・視点
を比較してみましょう。そうすると著しく異なる特徴・正反対・「真逆」の特徴が
あります。尾熊先生は主として理論・長期・理想主義・ロマン主義・ヴィジョン・
意味・意義・抜本改革等々。私の方は主として実践・短期・制約条件・実行可能性・
コストパフォーマンス・インセンティブ・漸進改革等々。
　このように尾熊先生と私は対蹠的ですからガチンコ・バトルのときもありました。
「ヴィジョンをしっかりと打ち出して、○○を進めていかなければなりません」
― 9 ―
坂本幹雄　果てしなき探究の対話─尾熊治郎、その人と思想─
「それはコストがかかるわりに、成果が見込めませんね」
「尾熊先生と坂本先生が何かわけのわからないことを言い合っている」という声が
……
　しかし共同戦線のときもありました。いろいろあっても、結局はこちらの方が多
かったように思います。
「尾熊先生、その○○の件は前回、たしか否決されましたよね」
「うん、そうなんだけど○○は大事だからね」
「たしかに。でも同じことを言ってもだめですよ」
「そうかな」
「そうでしょ。何か工夫しないとまた同じことですよ」
「たしかにそうだね、どうすれば？」
「じゃあ、どうしてもまたやるというなら、尾熊先生、□□で提案してください。
私が△△案で具体的に補足しますから」
「じゃあ、それでいきましょう」
　これでだめでもさらに「ええっ、また同じことを提案するんですか」
「そう。ここは何度でも言わないとね」
「しょうがないなあ。じゃあまた何か考えましょうか」
「そうして」
　こんなパターンは実に多かった。尾熊先生は決して諦めないのでした。
　今にして思えば「着眼大局・着手小局」、補完的関係で案外よかったのではない
かと思います。尾熊先生と議論ができる機会がなくなり、この点でも淋しくなりま
した。
4．共同研究プロジェクト！
　本学通信教育部では 2003年から、「人間学コース」「平和環境コース」「文学歴史
コース」「健康生きがいコース」の４コースを立ち上げました（2008年終了）。尾熊
先生はこれに並々ならぬ情熱を傾けました。尾熊先生の熱意に触発されて、私も講
師の確保や講座の担当に参加し、楽しい思い出の１つになりました。
　とりわけ私がご紹介した「健康生きがいコース」の「自分を磨くファッション」
の講師沖倉康子先生はズバズバとダメ出しをしてとても強烈でした。「好きなカラ
ーと似合うカラーはちがいます。自分を知りましょう」。たまたまその沖倉先生に
尾熊先生のファッションチェックをしていただきました。尾熊先生はグリーン系が
合うとのことでした。素直な尾熊先生は早速、グリーン系のスーツを着込んで、確
かにとてもお似合いでした。さらに気をよくした尾熊先生は、地元のセミナーの講
師に沖倉先生をお招きしました。私もそのセミナーのお手伝いをしました。これも
楽しかった思い出の１つです。
　われながら意外なことに尾熊先生との共同論文が１本あります１)。尹・佐瀬・坂
本編（2006）『高齢学へのプレリュード』の最終章「高齢思想のフロンティア」を
― 0 ―
通信教育部論集　第18号　（2016年3月）
第１節「人間は途中で死ぬ」（坂本）と第２節「変容する老いと成熟の間―「近代批判」
に関連して―」（尾熊）として分担執筆しました。私の書いた内容はエッセイのよ
うなものですが、記録・思い出として残りたいへんうれしく思っています。
　本学会は、本学創立者思想研究プロジェクトとして通信教育部学会編（2005 - 
2007）『創立者池田大作先生の思想と哲学』全３巻を発刊しました。本学会ならで
はの学際研究書として執筆者は 20名以上になりました。尾熊先生にはこの執筆者
の確保にご尽力いただき、編集担当であった私はほんとうに感謝しております。ほ
んとうに助かりました。プロジェクト成功の大きな功労者です。また創立者関連文
献をいつも惜しまず快くご提供いただき、この点でも助けていただきました。
　各巻が完成するたびに、尾熊先生と高村忠成通信教育部長（当時）と私の３人で、
都内へと創立者へのご報告と献呈に出かけて行きました。創立者から望外の励まし
をいただき、尾熊先生との最高の思い出になりました。
5．危機！
　20年3月日東日本大震災による福島原発事故！　このとき尾熊先生も私も原
発のことを調べまくりました。この時の対応が尾熊先生と私とではまたまた対蹠的
でした。尾熊先生は、なぜかチェルノブイリ原発事故や高木仁三郎先生の著作のリ
サーチに集中していきました。私は、生活防衛とばかり食材の安全性や放射線測定
器市場の方に集中していきました。
「ええっー、先生、今は福島でしょ！」
「うん、でもチェルノブイリの教訓が活かされていないから……」
　哲学者尾熊先生のミネルヴァの梟的センスだったのでしょうか、所詮、世俗学問
の経済学徒である私には、そのあたりのことはよくわかりませんでした。しかしし
ばらくすると、「食の安全は今、どうなんだろうか」と聞かれました。
「ええっー、何でまた今ごろ、だから言ったのに……」
「いや、孫が心配でね……」
「そうでしょー」
6．本・本・本……本の森、あるいは本の本による本のための本！
　尾熊先生は大の蔵書家です。尾熊先生を語るにこの点を外すわけにはいきません２)。
研究室は本の森状態。本の本による本のための本…… 私は経済思想史専攻の文献
学ですから蔵書は多い方ですが、尾熊先生にはとてもかないません。さまざまな全
集の量も私の何十倍もの蔵書があったはずです。全集の全集による全集のための全
集…… すっかりインターネット時代になって、デジタル・ライブラリー派・検索
依存症気味の私と尾熊先生との蔵書量というアナログ・ディバイド（？）は開く一
方だったと思います。
　好奇心無限。気になった本や雑誌をすぐに購入されている尾熊先生の姿にたびた
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び驚かされました。
「ええっー、もう入手している、はやっ」
　尾熊先生は、研究費だけでは全然たりず、身銭を切ってお金を惜しまず本を買う
タイプの先生でした。
「そんなに買って大丈夫ですか。ご家族が心配しませんか……」
「そろそろ、そうなんだけどねー……」
　尾熊先生は、202年頃から、研究室が蔵書で埋もれたせいか、震災で本棚が倒壊
した影響があったのか、共同研究室にいることが多くなりました。共同研究室に本
や学生のレポートが山ずみとなって「実効支配」「第２個人研究室」などと冗談・
話題になりました。しかし私にとっては、最後にお話しする機会が増えて、結果的
にとても良い思い出になりました。それに共同研究室には何よりも尾熊先生がいつ
も新しく購入してきた本が置いてあります。
「拝見します」
「どうぞー」
　しっかり（ちゃっかり？）チェックできて書店の新刊書コーナーはオーバーにし
ても、ある種の分野については、それにつながる感がありました。
7．さらば本よ
　尾熊先生のご退職に際し、研究室からの撤収にともなう蔵書処分が当然ながら大
問題となりました。ご自宅にすべての蔵書を引き上げることはできません。床が抜
けてしまいます。尾熊先生がご自宅を住宅メーカーに調べてもらったところ、すで
に少し傾いているそうです。
「先生、持ち帰っても全部は読めないでしょう」
「そうなんだけどね」
「ある程度は処分するしかないですよ」
「そ、そうだね」
　蔵書家がスーパー蔵書家に残酷なことを言う。
　尾熊先生はあれこれ思うのでしょうか、撤収が一向にはかどりません。
「私も研究室の蔵書を整理しますから。尾熊先生、古本屋さん呼びますけど、いい
ですね」
「そ、そうだね。じゃあ、お願いしようかな」
　尾熊邸の状況は他人事ではありません。わが家も心配になりました。「愛読書な
んてそうないんだから。二度読んだ本なんてそうないんだからね」と自分で自分に
言い聞かせる。「断・捨・離、センチメンタル・バリア・フリーかあ」
「そうそう」とスペースが広くなるから、家族はうれしそうです。「所詮、スペー
ス確保はマネーの問題だ。大量の蔵書を維持するには時間とコストがかかりすぎる
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んだ……」とひとりごちるのでした。『決断の 3時0分』と『3時0分、決断の時』、『勇
気ある追跡』と『ツルー・グリッド』…… マニアックな DVD も見たばかりの『ア
メリカン・スナイパー』の映画のパンフも処分だ…… ビデオテープも CD も DVD
もその他も…… 「決断、勇気、さらば友よ……全部意味がちがうか」
　かくして尾熊先生のご退職をきっかけに私自身が自宅の蔵書類を何千冊か処分し
ました。さよなら、本の本による本のための本。何となく眺めていた本、何かアイ
デアの源泉だったかも。そんなこともないか。眺めたり、所蔵意識で何か癒しにな
っていたのでしょうか。「あれ、こんなところにあったのか」と隠れていた本。
「未練がましそうね」
「そりゃ、そうだよ」
　とりあえず研究対象以外の本はさようなら。さよなら愛蔵書。さよなら本。
８. ガンディーと宗教をめぐって
　204年9月、私はガンディーの経済思想をまとめるために、その宗教についてあ
らためて調べてみることにしました３)。ガンディー思想は宗教に包摂されているか
らです。そう話すと尾熊先生は、研究室からガンディーの著作や研究書をドサッと
持ってきてくれました。「ガンディーの宗教の立場は宗教多元主義ということです
が、どのような性格のものなんでしょうかね。スーパー宗教、メタ宗教でしょうか
……」。すると今度は、ジョン・ヒックなどの宗教多元主義の文献をまたまたドサ
ッドサッと持ってきてくれました。
　かくしてガンディーの宗教論を契機として、2世紀の宗教の可能性について、延々
と議論することになりました。
「先生、ポスト世俗社会だというのに、宗教学はいったい何を問題にしているので
すか。マジョリティーの無宗教者に冷たくないですか？」
「確かにそうだね」
「当然なのかな」
「それに民間信仰などに対してもそうだね」
「そうなんだ」
「無宗教は厳しいね」
「デュルケムは宗教なき道徳にチャレンジしましたね」
「デューイの『だれでもの信仰』あたりが重要になってくるかな」
「ヒックの排他主義⇒包括主義⇒多元主義４) の宗教進化論のようなものは単純すぎ
ないですか。宗教が宗教である以上、そのアイデンティティーにかけて、排他主
義も、包括主義も消えるものではないでしょ」
「それはそうだね。でも宗教間対話を進めていかなければなりません。互いを尊重
し、共通点を探っていかなければならないでしょう」
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「宗教間対話なんて必要なんですか」
「何ということを、現に……」
「失礼しました。そうすると結局は、多元主義でいかざるを得ませんね。どうにか
折り合いをつけていかなければと……」
「そうしないと宗教間対話は進みません」
「そうすると各宗教の教義と実践が変化するんですか」
「随方毘尼といいます。そうなるところもあります。キリスト教も時代の変化に対
応して変容してきました」
「それはわかりますけど、ディマーケイションがどうにも気になるなあ……先生、
教えて」
「私にもそれはわかりません。個別問題になります」
「……」
「ガンディーは神の声を聞いたと言っていますね５)。内在と超越といいますが、神
観念は私には持ちようがないのですが……。超越なんていう概念なしではいけな
いんですか。不断の自己革新だけじゃだめなんですか」
「そうはいかないね」
「脳科学と宗教学の共同・対立はどうなっているんでしょうか６)。ヒックは脳科学
には批判的ですね７)」
「そうだろうね」
「結局、またまたむかしよく議論した脳と心とか、脳と意識とかに戻るのかあ……
私はどこにある……」
「そうかもね」
「あいかわらず脳科学ブーム続いていますね。たしかにガザニガとかダマシオとか
面白いですよね。あっ、先生、授業にいきましょう」
「おお、そうだ！」
　もう朝から会うなり授業にいく直前まで、ついつい白熱対話となってしまうので
した。
９．対話は続くよどこまでも―
　乱反射しつつ、対話は続くよどこまでも―　 尾熊先生は論文などの文末にハイ
フン―を多用していました。意味は分かりません。私はこれまでにたぶん使ったこ
とがありません。今回、記念の意味を込めてハイフンをまねてみましょう。私が今
後、使うことはまずないでしょう、たぶん―　
　またハイフン多用のほかに尾熊先生の著作の大きな特徴は、文献学の私もびっく
りのその異様な長文引用でした。対談の引用もあり、さらにそれが長文引用となっ
て、二度びっくりしました。せっかくですから私も対談から引用してみましょう。
　敬愛するサーラ・ワイダー先生に対話に関する素敵な文章があります。長文とい
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うほどではないですし、「まえがき」で対談内のものでもないのですが、記念の意
味も込めつつ、次に引用します。
「「対話」とは「旅」です。いくつかの言葉のやりとりから会話は始まります。こ
の思考は、どこに向かうのか。あの意見は、どう深まっていくのか―。私たち
の思考は、立ち止まることはなく、また立ち止まらせてもなりません。私たち
が、自由に率直に物事を考えるとき、特に他の誰かと一緒に考えているとき
に、行動が生まれます。そういう奇跡の中の奇跡が起こるのです。考え方が変わ
り、違う見方を学ぶ。他の人と活発に考えを分かち合うことで、自分一人では辿
り着けなかった場所に行き着くのです。」（ワイダー・池田（203）9頁、Wder, 
Ikeda(204) p. xx）。
　尾熊先生との対話は続くよどこまでも、といいたいところですが、ご退職されて
今までのようにお話しできずまことに淋しくなりました。
　最後に尾熊先生があってこそ、私の研究と教育が広がり深まったと改めて深く感
謝し拙稿を捧げます。「長い間お世話になり、ほんとうにありがとうございました」。
末尾ながら尾熊先生のご健康とご長寿を心よりお祈り申し上げます。
注
）尾熊先生と私の共著として、他に佐瀬・尹編（994）、佐瀬・尾熊・尹・有里・
坂本・栗原（995）、創価大学通信教育部学会編（2005 -2007）があります。
2）他に滝山城研究があります。本学会では尾熊先生のご尽力で城郭研究家の中田
正光先生を招いて講演会や研究会を開催いたしました。中田（2009）、本誌「活
動日誌」参照。
3）坂本（205）参照。
4）Hck (985) 参照。
5）坂本（205）参照。
6）「尾熊先生、中野信子先生の『脳科学から見た祈り』（中野（20））というエッ
セイはさわやかですね」。そういうと、翌日には、その本を早速、購入して「こ
れだね」と持ってきました。またもや「ええっー、はやっ」。２・３日後、さら
に中野先生の本を何冊か買ってきました。「ええっー、また買ったのー……拝見
しまあす」「どうぞー」
7）Hck (2006) 参照。
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